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第 57 回 経営協議会 議事概要 

 
 
１ 日 時  平成 25 年 10 月 15 日（火）  12 時 53 分～14 時 31 分 

                                            
２ 場 所  新潟大学駅南キャンパス ときめいと 講義室Ａ 
  
３ 出席者  14 名（下條学長，生田委員，仙石委員，澤田委員，山田委員， 

絹川委員，鈴木委員，青山委員，石委員，大﨑委員，神保委員， 
敦井委員，長谷川委員，村山委員） 

         （ほか内山監事，近野監事がオブザーバー出席） 
         ※欠席：高橋委員 
 
４ 議事概要について 
     第 54 回,第 55 回及び第 56 回の経営協議会議事概要が確認された。 

 
５ 報告事項 

（１）トルコで発生した本学学生の死傷事件について 

生田理事から，9月 9日にトルコで発生した本学学生の死傷事件について

報告があった。 

 

（２）平成 26 年度概算要求事項について 

山田理事及び澤田理事から，文部科学省から財務省ヘ提出された平成 26

年度概算要求事項のうち，本学に関連する事項について報告があった。 

 

〔主な意見及び質疑等  ○：学外委員の発言，□：本学側の発言〕 

○ （文部科学省等の公募型事業について）しっかりと作戦を立てた上で，新潟

大学として伸ばしたいプロジェクトや，個々の教員の優れた取組を再構成する

という視点を持って応募していく必要がある。 

□ 大型補助金の獲得に向け，ＮＢＡＳを更に発展させた取組について鋭意検討

を行っているところである。 

 

（３）大学院実務法学研究科について 

企画課長から，新潟大学大学院実務法学研究科の在り方に関する有識者

会議報告書の概要，平成 25 年司法試験結果及び同研究科の入学試験状況に

ついて報告があった。 

 

〔主な意見及び質疑等  ○：学外委員の発言，□：本学側の発言〕 

○ 平成 26 年度入学試験の状況が危機的である。この 1～2 年の更なる努力が求

められる。 
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○ 新潟大学法学部出身の志願者が少ないことが最大の問題であり，学部入学前

に法曹志願者を発掘することに力を入れるべきである。 

 

（４）未払賃金等請求事件に関する訴訟等について 

澤田理事から，未払賃金等請求事件に関する訴訟の経過及び今後の予定

等について報告があった。 

 

（５）医療装置の導入に係る訴訟等について 

澤田理事及び学長から，医療装置の導入に係る訴訟の経過，概要及び今

後の予定等について報告があった。 

 


